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巳日
 動豚硬化症に冷ける脂酸代謝異常をより明確にし,他の動脈硬化促進との関連を検討する目的

 で,血泉脂質4分画の脂酸構成を健常者,冠動脈硬化症,脳動豚硬化症及び両者が合併した患者

 について相互に比較し,次いで高血圧,肥満,高脂血と血漿脂酸構成異常との関連を血漿総コレ

 ステ・一ル値と対比しながら検討し次の結果を得た01)血漿総コレステ・一ル値は脳動脈硬化

 群に比し,冠動豚硬化群では有意の上昇を示し,両者の合併群は冠動豚硬化群とほy同様の成績

 を示した。叉血漿脂質4分画の脂酸講成は勤肱硬化症では総じて,飽和脂酸,モノ不飽和脂酸の

 上昇,リノール酸の遺下を認めたが,冠動肱硬化群と脳動脈硬化群の間に有意差はみられず,両

 者の合併した群では単独群に比し一部の臆酸に変化の増強を認めた。2)本態性高血圧症の血染

 総コレステ・一ル値は59才以下の群では健常群と比べ不変,五〇才以上のグループでは有意の

 上昇がみられたG又冠動豚硬化症では高血圧の合併群と非合併群の聞に有意差なく,脳動詠硬化

 症では高血圧合併群は非合併群に比し血漿総コレステ・一ル値の上昇を認めた。又本態性高血圧

 症の血漿脂質孟分画の脂酸構成は若年,老年群共に健常群に比し飽和脂酸,モノ不飽和脂酸の上

 昇,リノール酸の低下を示し,その変化は動脈硬化詳と健常群のほy中間にあり,コレステロー

 ル分画にもっとも著明でめった。又甥藤硬化群にむいて高血圧合併群と非合併群の周に有意差は

 まったく認めら孔なかった05)甥豚硬化症患者の血破船コレステロール値を肥満群と標準体1重

 群について比較すると肥満群にあきらかに上昇がみられた。又血染脂酸構成はトリグリ宅ライド

 分画にむいて,肥満群に飽和脂齪,モノ不飽和胎酸の上昇を認めた。4)血染脂質値とそれに対

 応する脂質のエステル化脂酸構成との相関は血娘総コレステ・一ル偵ではアラキドン酸との間に

 負の相関を総燐脂質値では飽和脂酸との問に正の相関をトリグリセライド直はτレイン殴との向

 に正の相関,リノール酸との間に負の相関を認めた。次に経口的に摂取せるコノしステロールの諸

 童が血漿及び臓器脂質に如何なる影響を及ぼし,それらの変化と大動豚の硬化性病変の間に如何

 なる関連が存在するかを検討する目的で家兎に1目a2,0.5,1.0,1,5,2.09のコレステ

 ・一ルを投与する5群と対照群について80日後の血漿脂質値及ぴ脂酸構成,90日後の胸部大

 動切1,肝,後腹膜脂肪組織の脂暇構域を測量し次のごとき結果を得た。1)血袈脂質値はα29

 群は不変,トリグリセライド1直は各静共に不変,憾コレステ・一ノレ並びに稔燐脂質値は役一与量1(

 ほy対応した上昇を示した。血張脂質遵分画の脂酸構成はa29群は対照群と有意差がなぐ,

 α59以上の投与群でコレステ・一ル分画にステアリン酸の低下,2rレイン酸,リノール酸の上
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 昇燐脂質分画にステフ'リン酸の低下,リノール酸の上昇,トリグリマライド分画で万レイン酸,

 リノール酸の上昇・ステアリン餓の低下を認めたが以上5脂質分画は胎酸構成にコレステロール

 投一与重による量的影智は認められなかった。NEF直分画はパルミチン酸,パルミト万レイン酸

 の上昇,ステアリン酸,万レイン酸,リノール酸の低下がみられ,リノール酸にむいて投与量の

 堵朋に伴う変化のア冒強がみられた02)大動脈の粥状性変化は.a2,1.G9群にみられず,その

 {也の投」与ム筆でかなり高慶な病変をみとめた。コぐ大動曜永の月旨酸構成は粥状1生変化の有無により様相

 を異にし,無変化の巳2,1.09群は対照群とほy向様の成績を得たがα5,1.5,2』群では

 コレステロール,燐脂質分画にリノール酸の上昇,トリグリセライド分画にリノール酸の低下を

 認めた05)肝脂酸構成はコレステ・一ル,燐脂質分画は対照群に比しほy不変,トリグリセラ

 イド分画ではステアリン酸の上昇,リイーノレ酸の低下がみられたが、.投与群の聞に相互に有意差

 はほとんどみられなかった。NEFA構成ではりノール酸の低下,他の脂酸の上昇をみたがコレ

 ステロール投与量の増加と共に変化の増強をみた。鵡後腹膜脂肪組織の脂酸構成はコレステ・

 一ル投一与群に7rレイン酸の低下,リノール酸の上昇をみた方塔群の間に有意差は特にみられなか

 った。次にマrガリン及びマーガリンコレステ・一ル併用食の影響を検討する目的で家兎にマー

 ガリンのみ萱日159投与した群とマーガリン喋59にコレステ・一ルa29併用投与した群に

 つき対照詳と比較した。マ)血漿脂質値はマーガリン単独群は不変,マーガリンコレステ・一ル'

 併用蕊では血嬢総コレステ・一ル値,総燐脂質値の上昇を認めた。2)血蚊脂酸構成は各脂質分

 画にむいて,飽和脂酸,万レイン酸の上昇,リノール酸の低下傾向を認め,マーガリン単独群に

 比しマーガリンコレステ・一ル併帽群はその変化に一段と増強がみられた。5)大動肱の粥賦性

 硬化はマーガリンコレステ・一ル併用群に沿いてのみ認められた04)大動脈壁の脂酸構成はコ

 レステ・一ル燐脂質分画においてマーガリン単独群は対照群と類似の成績を示したのに対し,マ

 ーガリンコレステ・一ル併用群ではりノール酸の上昇を認めた。又トリグリセライド脂酸構成は

 飽和脂酸の上昇,リノール酸の低下が顕著で,マーガリンコレステ・一ル併用群ではこれらの変

 化の増強がみられた05)肝脂酸構成は燐脂質分画は不変,他の脂質3分画で飽和脂酸,万レイ

 ン酸の上昇,リノール酸の低下傾向を認め,トリグリセラィド分画ではマーガリンコレステ・一

 ル併用群で変化の増強がみられた。6〕後腹膜下脂肪組織の脂酸構成はコレステ・一ル単独,併

 用両群に赴いて飽和及びオレィン酸の上昇,リノール酸の低下を認めた。
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 審査結果の要旨

 本研究は主に動跡硬化症の脂肪酸代謝異常を明確にし,動豚硬化発生機序に占める役割を追及

 する目的でなされたもので,次の如き研究結果が得られている。

 まず血漿脂質4分画の脂酸構成では,臨床上冠又は脳動豚硬化症と診断されたものの間に血清

 コレステ・一ル値にみられる如き差異を認めていない。叉鋤豚硬化促進因子によって指酸構成のう

 ける影響を検討する目的で本態性高血圧症の血漿脂酸を測定,若年型のものに特に動豚硬化症と同

 様の異常がみられる事を指摘し,高血圧が血漿脂酸を介しても動脈硬化に影響を一与える事を推論

 している。又動詠硬化症では肥満は血漿脂酸に影響を与えず,一方高脂圧との関係はトリブリセ

 ライド値との間にのみ相関を認めている。

 次に著者はこれらの脂酸構成異常が食餌中のコレステ・一ルの諸量によりどの程度影響をうけ

 るかについて検討を加え,家兎に1日0、2よう29までの諸量を投与し,0.59以上では血漿,

 臓器の脂酸構成に投与量の量的差異が影響を与えず,血管壁の脂酸構成は組織学的変化と平行し

 たと述べている。次に食餌脂肪の質の影響奪検討する目的で動物性脂肪に富むマーガリン1日

 159を投与し,血漿脂酸構成が投与脂肪に類似を示すの咋対し血漿脂質値に変化がみられず,
 一方これにコレステ・一ル1日0,29を併用すると脂設構成異常が増強すると共に脂質値の上昇

 をみとめ粥状謹の形成もみられたとのべている。以上の成績より血漿脂酸構成は食餌中のコレス

 テ・一ル含量には左右されにくぐ,食餌脂肪の質に強ぐ影響をうけ,コレステロールは単に補助

 的な役割りを果すにすぎないという結論を得てい喬。更に粥状腫の脂酸構成と血漿脂酸構成と比
 較し,動赫壁の播質の由来を考察し粥状腫の成立π占める血漿脂酸構成異常の役割を推論してい

 る。

 以上本論文は動1擁更化症に設ける脂質代謝異常につき知見を加えた点で学位に値すると認める。
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